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(

英
語
版) 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版) 

令
和
五
年
三
月 

 

Ｓ
Ｆ
小
説
：
「
ナ
ク
バ
の
東
」（
七
十
六
） 

 

第
三
部
：
「
キ
メ
ラ
」 

 

七
十
六 

ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
の
地
球
上
陸
（
２
） 

  

数
週
間
後
、
宇
宙
飛
行
士
モ
シ
ェ
は
所
定
の
任
務
を
終
え
、
数
人
の
飛
行
士
仲
間
と
共
に
地
球
に
帰
還
し
た
。
そ
し
て
ネ
オ
・
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
も
地

球
に
上
陸
し
た
の
で
あ
っ
た
。   

祖
国
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
帰
国
し
た
モ
シ
ェ
の
た
め
に
盛
大
な
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
た
。
空
軍
で
は
最
高
位
の

勲
章
授
与
式
が
行
わ
れ
、
授
与
式
に
は
大
御
所
の
退
役
将
軍
シ
ャ
イ
・
ロ
ッ
ク
も
出
席
し
て
い
た
。
モ
シ
ェ
が
勲
章
を

胸
に
シ
ャ
イ
・
ロ
ッ
ク
に
挨
拶
を
し
た
時
、
将
軍
は
隣
に
立
っ
て
い
る
一
人
の
男
を
紹
介
し
た
。 

  

「
知
っ
て
い
る
こ
と
と
は
思
う
が
、
君
と
同
じ
空
軍
に
所
属
す
る
義
理
の
息
子
だ
。
」 

  

「
将
軍
、
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
ま
す
と
も
。
私
の
先
輩
で
す
か
ら
。
」 

 

『
エ
リ
ー
ト
』
は
モ
シ
ェ
と
握
手
を
交
わ
し
た
。 

  

「
お
め
で
と
う
、
モ
シ
ェ
。
俺
は
大
気
中
で
し
か
飛
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
、
宇
宙
は
ど
う
だ
っ
た
。
君
は
今
や
イ
ス

ラ
エ
ル
空
軍
、
い
や
イ
ス
ラ
エ
ル
、
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
英
雄
だ
。
」 

  

「
そ
う
言
う
あ
な
た
こ
そ
宿
敵
イ
ラ
ン
の
原
子
炉
を
爆
撃
し
た
祖
国
の
救
世
主
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」 

 

そ
の
あ
と
に
モ
シ
ェ
は
一
言
付
け
加
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。 

http://ocininitiative.maeda1.jp/ChimeraChapter3-76English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/ChimeraChapter3-76Arabic.pdf
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「
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
空
軍
以
外
で
は
オ
フ
レ
コ
の
話
で
す
が-------

」 

  
エ
リ
ー
ト
は
苦
い
笑
み
を
浮
か
べ
て
軽
く
う
な
ず
く
だ
け
で
あ
っ
た
。 

 

モ
シ
ェ
は
そ
の
時
、
エ
リ
ー
ト
に
生
気
が
無
く
、
言
葉
遣
い
に
覇
気
が
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
そ
う
言
え
ば
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
元
の
職

場
に
戻
っ
た
時
、
仲
間
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
聞
か
さ
れ
た
噂
話
を
思
い
出
し
た
。 

  
<

シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
の
義
理
の
息
子
が
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
だ
っ
て
さ
。
最
近
で
は
戦
闘
機
に
も
乗
せ
て
も
ら
え
な
い
そ
う
だ
。>
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―
―
―
―
―
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http://ocininitiative.maeda1.jp/EastOfNakbaJapanese.html

